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 東京 2020 大会では 6000 件を超えるドーピング検査が実施される予定であり、約 400 名の DCO が






  この研究目的を達成するために、著者は、以下の４つの研究課題を設定している。 
研究課題１ DCO の育成・研修対応における模擬研修会の実施の過程を検証する。 
研究課題２  多数の応募者から適性を有する候補群を絞り込むための適正検査の有効性を検証する。 
研究課題３  映像教材の使用と模擬シナリオの実践を通して模擬研修会の実効性を検証する。 










 本研究課題では、東京 2020 大会に向けて JADA の web サイト、及び東京 2020 大会組織委員会の
web サイトに設置した公募サイトを経由して応募した者 367 名を対象として、DCO 業務に求められる
素養を有する候補者を選抜するために用いた適性検査の有効性を検証するとともに、選考基準とし
て設置した適性検査の各項目における選考基準値の適正さを検証している。  
  応募者 367 名を対象として、第一段階の書類・語学力選考、第２段階の適性検査、第三段階まで


























DCO 講習会をパッケージ化して展開することは、東京 2020 大会のレガシーの世界規模での展開、還
元の観点からも意義があると指摘している。 
 
審査の結果の要旨   
（批評） 
ロシアのドーピング違反が社会的な問題となり、インテグリティの強化が叫ばれているスポーツ
界において、アンチ・ドーピングの活動を推進することは極めて重要なことである。本研究で得ら
れた知見は、東京オリンピックに向けてのドーピング検査の実施に貢献するものであり、今後、大
-３ 
規模国際大会を開催する国にとっても有効なものであるという高い評価を得た。 
令和２年２月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（スポーツウエルネス学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認
める。 
 
 
